
みなかみの 給食のこだわり
町内産果実の

「手作りジャム」

54年の歴史に感謝を込めて
新治学校給食センター

来年1月、町内すべての学校へ
月夜野学校給食センター

町内産の
新鮮野菜

町内産のお米
100％

「
お
い
し
か
っ
た
！
」
と
い
う
こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
。
地
元
の
新
鮮
な

食
材
選
び
や
食
べ
や
す
さ
の
工
夫
、
衛
生
管
理
ま
で
。
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う

に
届
く
給
食
に
込
め
ら
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
想
い
と
こ
だ
わ
り
、
給
食
づ
く
り

を
支
え
る
方
々
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

　毎日食べる主食だから
こそ、品質とおいしさにこ
だわっています。豊かな自
然と美しい水で育った町
内産のお米は甘みも抜群。

　手作りのこだわりはな
んとジャムまで。町内産
の果物を使って給食セン
ターで一から手作りする
ジャムは大人気メニュー。

　給食センターの統合に伴い、令和９年
１月からは月夜野給食センターで町内す
べての小中学校の給食を調理します。こ
れまで培ってきた安心・安全への想いを
そのままに、これからも心を込めておい
しい給食をお届けします。

　昭和47年に始まった新治村学校給食
センター。平成15年に現在地へ移転し、
長年こどもたちの食を支えてきました。
２学期は水上・藤原小学校の分も合わ
せ、笑顔を思い浮かべながら最後の日ま
で心を込めて作ります。

　採れたての町内産野菜
を献立に取り入れていま
す。給食を通して地元の
恵みや地域への愛着を育
みます。

み
な
か
み
の
給
食

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」の
裏
側

お
い
し
い
！

ここが
すごい！
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食と農をつなげる
　食材の背景には苦労し
て育ててくれた農家さん
がいます。町内産の食材
を使うことで、それを身
近に感じることができ、
「残さず美味しく食べよう」
という感謝の心が育って
くれれば嬉しいです。

味わい・カットの
こだわり

　塩分に頼らず、出汁の
旨みや香辛料の風味を活
かして味わい深く仕上げ
ています。食材の切り方
や彩りにもひと手間かけ
ています。

安全・衛生への徹底
　こどもたちの「安全」と
「おいしい」を守るため、日々
の体調管理はもちろん、セ
ンター内の清掃や衛生管理
を徹底しています。

学校で生の声を確認
　実際に教室で食べている様
子を見に行き、こどもたちの
生の声を確かめています。残
さず食べられる切り方や味付
けの工夫を見つけ、日々の給
食づくりに活かしています。

献立に込めた想い
　休日の外食で出会った美味
しさを給食にアレンジするな
ど、常に新しい発想で献立を
考えています。旬の食材や地
域の味を取り入れ、こどもた
ちの食体験が豊かになる献立
づくりを心がけています。

給食調理員さん・栄養士さんに
お話を聞きました
『おいしかった！』の一言が何よりの励みです。
安全・安心はもちろん、食べやすさや地元の味に
こだわりながら、毎日心を込めて作っています。

給食ができるまで
こうして届く！
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配
送
後
も
、
調
理
機
器
や
食
器
の

洗
浄
や
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
、
打
ち
合

わ
せ
な
ど
の
仕
事
が
続
き
ま
す
。

食
材
の
受
け
取
り
・
検
収

届
い
た
食
材
の
数
量
や
品

質
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
。

洗
浄
・
下
処
理

野
菜
は
傷
み
や
虫
の
混
入

が
な
い
か
を
確
認
し
、
何

度
も
水
を
替
え
て
洗
浄
。

食
材
の
カ
ッ
ト

包
丁
や
機
械
を
使
っ
て
、

献
立
に
あ
っ
た
切
り
方
で

食
材
を
カ
ッ
ト
。

加
熱
調
理
開
始

大
き
な
釜
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー

で
調
理
。
最
後
に
検
温
や

検
食
を
行
う
。

配
缶
・
配
送

ク
ラ
ス
ご
と
に
食
缶
へ
盛

り
付
け
、
配
送
車
で
各
学

校
へ
出
発
。

新治学校給食センター
栄養士 大塚さん 調理員

林さん
調理員
和田さん

月夜野学校給食センター
栄養士

宇留野さん
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